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今月の主なニュース
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女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
、
健
康
で
明
る
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
、
厚
生
労
働
省
は
毎
年
３
月
１
日
～
８
日
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
し
て
女
性
の
健
康
づ

く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
当
協
会
も
女
性
特
有
の
病
気
「
子
宮
頸
が
ん
」「
乳
が
ん
」
の

検
診
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
紙
で
も
、
横
浜
市
立
大
学
医
学

部
産
婦
人
科
主
任
教
授
の
宮
城
悦
子
医
師
に
、
海
外
の
子
宮
頸
が
ん
最
新
状
況
と
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
執
筆
い
た
だ
い
た
。

が
ん
予
防
教
育
、受
診
率
向
上
、

H
P
V
検
査
、ワ
ク
チ
ン
接
種
…

ク
チ
ン
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成

功
し
て
い
る
国
々
か
ら
は
、
す

で
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
率
減
少
や
高

度
前
が
ん
病
変
（
高
度
異
形

成
・
上
皮
内
が
ん
）
の
減
少
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

例
え
ば
、
先
進
的
な
国
家
的

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１２
～
１３
歳
の
男
女
に
学
校
で

定
期
接
種
）
を
行
っ
て
い
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前

の
ワ
ク
チ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
６
、１１
、１６
、１８
型
の
相
対

感
染
率
と
比
較
し
た
場
合
、
接

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
後
の
１８
～

２４
歳
で
、
都
市
部
在
住
の
女
性

全
体
の
感
染
率
が
７８
％
減
少
。

３
回
接
種
者
の
感
染
率
は
９３
％

減
少
。
ま
た
接
種
を
し
て
い
な

世
界
の 

子
宮
頸
が
ん
予
防
の
動
き

　

子
宮
頸
が
ん
は
そ
の
発
が
ん

過
程
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
持
続
感

染
の
関
与
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
子
宮
頸
が
ん

の
２
次
予
防
と
し
て
、
前
が
ん

病
変
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｎ
（
子
宮
頸

部
上
皮
内
病
変
）
を
検
出
で
き

る
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
検
査
の

精
度
管
理
が
前
提
）
の
受
診
。

１
次
予
防
と
し
て
性
交
渉
開
始

前
の
女
児
を
対
象
と
し
た
国
の

ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
ワ
ク
チ
ン
を
組
み
入
れ
る

こ
と
で
、
高
い
予
防
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
１６
／
１８

型
感
染
を
予
防
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

い
女
性
の
感
染
率
も
３５
％
減
少

と
集
団
免
疫
の
獲
得
が
報
告
さ 

れ
た
（
図
）＊１）

。

　

ま
た
最
新
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

か
ら
の
報
告
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に

関
連
し
た
浸
潤
が
ん
の
発
症

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
群
で
は
０

人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
非

接
種
群
で
は
同
じ
期
間
に
Ｈ
Ｐ

Ｖ
関
連
が
ん
と
し
て
、
子
宮
頸

が
ん
８
人
、
外
陰
が
ん
１
人
、

口
腔
咽
頭
が
ん
１
人
の
計
１０
人

の
浸
潤
が
ん
の
発
生
が
認
め
ら

れ
た
。
一
方
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
関
連

の
な
い
が
ん
の
発
症
に
差
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
関
連

の
浸
潤
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と 

が
世
界
で
初
め
て
示
さ
れ
た
＊２）

。

　

さ
ら
に
、
米
国
で
は
９０
％
以

上
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
効
果
が

期
待
で
き
る
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
も
、
１１
～
１２
歳
の
男
女

に
対
し
て
定
期
接
種
（
２
回
接

種
）
と
し
て
い
る
。
今
後
、
９

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
男
女
の

定
期
接
種
に
組
み
入
れ
る
国

は
、
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

　

ま
た
、
近
年
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
に
、
前
が
ん
病
変
の
感
度

が
高
い
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
（
１３
～
１４

種
類
の
発
が
ん
高
リ
ス
ク
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
い
ず
れ
か
の
型
に
感
染

し
て
い
れ
ば
陽
性
と
な
る
検

査
）
を
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ

る
か
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
る
。

　

特
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
成
功
し
、
高
い
接
種

率
が
維
持
さ
れ
、
若
年
者
の
前

が
ん
病
変
の
劇
的
な
減
少
が
認

め
ら
れ
て
い
る
国
、
も
し
く
は

今
後
、
確
実
に
減
少
が
予
想
さ

れ
る
国
で
は
、
検
診
の
１
次
検

診
検
査
と
し
て
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
、
陽
性
の

女
性
に
２
次
検
査
と
し
て
細
胞

診
を
行
う「
ト
リ
ア
ー
ジ
方
式
」

を
推
進
す
る
動
き
が
み
ら
れ
て

い
る
。

日
本
の
子
宮
頸
が
ん
の
現
状

　

日
本
で
は
年
間
約
１
万
人
が

浸
潤
子
宮
頸
が
ん
に
罹
患
し
て 

い
る
。高
度
異
形
成
と
上
皮
内
が

ん
を
含
む
子
宮
頸
が
ん
罹
患
数 

は
３
万
人
を
超
え
て
お
り
、５０
歳 

未
満
の
若
年
女
性
の
罹
患
率・ 

死
亡
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
＊３）

。

　

こ
の
主
な
原
因
は
、
初
交
年

齢
の
低
年
齢
化
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
２０
歳
代
～
３０
歳
代
で

の
検
診
受
診
率
が
極
め
て
低
い

こ
と
に
あ
る
。
平
成
２５
（
２
０

１
３
）
年
度
の
国
民
生
活
基
礎

調
査
で
、
自
己
申
告
に
よ
る
検

診
受
診
調
査
で
は
、
２０
歳
代
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
率
は
２２

％
と
低
く
、
２０
～
６９
歳
の
検
診

受
診
率
の
国
際
比
較
で
日
本
は

４２
％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の

ワ
ー
ス
ト
５
位
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
へ
の
症
例
登
録
施
設
で
２
０

１
５
年
に
治
療
し
た
「
子
宮
頸

癌
患
者
年
報
」（『
日
本
産
科
婦

人
科
学
会
雑
誌
』
６９
巻
３
号
）

に
よ
る
と
、浸
潤
が
ん
の
中
の

臨
床
進
行
期
分
類
で
は
Ⅰ
期

５４・
６
％（
４
、１
０
７
例
）、Ⅱ

期
２３
・
７
％（
１
、７
８
２
例
）、

Ⅲ
期
１０・９
％（
８
２
０
例
）、Ⅳ

期
１０・
９
％（
８
１
８
例
）と
報

告
さ
れ
て
お
り
、
手
術
適
応
が

な
く
放
射
線
治
療
や
抗
が
ん
剤

治
療
が
必
要
な
Ⅲ
期
・
Ⅳ
期
の

患
者
も
未
だ
多
い
現
状
が
あ
る
。

今
後
の
子
宮
頸
が
ん
予
防
対
策

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
日
本
で

は
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
予
防

接
種
法
に
よ
る
定
期
接
種
と
な

り
、
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
に
相
当
す
る
年
齢
の

女
子
は
公
費
に
よ
り
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。し
か
し
、

２
０
１
３
年
春
頃
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
慢
性
疼
痛

と
運
動
障
害
を
中
心
と
す
る
多

様
な
症
状
を
呈
す
る
女
児
に
つ

い
て
の
報
道
が
あ
り
、
２
０
１

３
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
は
本

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接
種
勧

奨
を
中
止
し
た
。

　

そ
の
後
も
現
在
に
至
る
ま
で

接
種
勧
奨
中
止
が
続
き
、
日
本

で
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
新
規
接

種
対
象
学
年
の
接
種
率
は
１
％

に
も
満
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
の

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
関
す
る

諮
問
委
員
会
（
Ｇ
Ａ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
）

は
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

「
日
本
の
若
い
女
性
た
ち
は
予

防
可
能
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
が

ん
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
お
り
、
不
十
分
な
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
決
定

は
安
全
か
つ
効
果
的
な
ワ
ク
チ

ン
使
用
の
欠
如
に
つ
な
が
り
真

の
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
」
と
い
う
内
容
の
見
解
を

公
表
し
て
い
る
。

　

日
本
の
停
滞
す
る
子
宮
頸
が

ん
予
防
の
現
状
を
打
開
す
る
に

は
、
ま
ず
性
交
渉
の
経
験
が
あ

る
２０
歳
以
上
の
女
性
に
検
診
の

重
要
性
を
学
生
の
頃
か
ら
が
ん

予
防
教
育
と
し
て
行
う
。
同
時

に
成
人
に
対
し
て
も
が
ん
検
診

の
啓
発
を
継
続
し
て
行
い
、
検

診
受
診
率
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
多
く
の
先
進
国
が
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

成
功
さ
せ
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
あ
り
方
に
も
変
化
が
見
ら
れ

る
中
で
、
日
本
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
副
反
応
問
題
を
解
決
し
て

い
く
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
国
民
に
向
け
て
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
リ
ス

ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
、
海
外
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

や
有
効
性
の
デ
ー
タ
に
関
す
る

情
報
提
供
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
加
え
て
、
因
果
関
係
は
不

明
で
あ
っ
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
多
様
な
症
状
を
訴
え
る

患
者
に
対
し
て
適
切
な
診
療
を

提
供
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

正
常
化
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

第
６
回
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョンマ
イ
ン
ド
︱
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
技
術

�

　
東
京
工
芸
大
学
芸
術
学
部
教
授
　
大
島
　
　
武

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
１
月
例
会

感
覚
統
合
と
か
ら
だ
の
動
き

�

　
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
　
笹
田
　
　
哲

「
保
健
室
」�川
崎
市
立
田
島
支
援
学
校
高
等
部
田
島
校
　
大
塚
　
弘
枝

第
２７
回
禁
煙
医
師
歯
科
医
師
連
盟
学
術
総
会

加
熱
式
た
ば
こ
の
規
制
強
化
を

第
２
回
よ
こ
は
ま
健
康
経
営
会
議

日
本
の
未
来
を
つ
く
る
健
康
経
営
の
今
を
知
る
！
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相対的な感染率（％）

ワクチ
ンプロ

グラム
前

ワクチ
ンプロ

グラム
後

非ワク
チン接

種者

３回ワ
クチン

接種者

オーストラリア都市部で、若年女性のワクチン関連HPV型の感染の激減と、
集団免疫（ワクチン接種していない女性にも感染が減少）獲得が証明された
� （参考資料1より作図）

図　オーストラリアのワクチンインパクトの最新情報
　　ワクチン世代18〜24歳のHPV６,11,1６,18型感染率の激減

海外の子宮頸がん予防の動きと

これからの日本の対策を考える
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